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千葉中央博研究報告特別号（J. Nat. Hist. Mus. Inst., Chiba, Special Issue) (12): 7–19, March 2024

　中央博物館生態園には岩石観察地が設けられている（図
1）．ここに野外展示されている大型岩石標本はすべて千
葉県内産のものである．千葉県は硬質岩石の産出に乏し
い地域であるが，房総半島南部の嶺岡帯にはオフィオラ
イト様の岩石が産出するほか，銚子地域には中生代の地
層・岩石や現地性の火山岩が産出する．それ以外の地域
では，新第三紀以降の地層がほとんどを占めているが，
時代の古い地層中の比較的硬質な部分が岩石として扱わ
れる．
　本観察地の設置にあたっては，千葉県内産のなるべく

幅広い地質時代にわたるできるだけ多くの種類の岩石を
展示することが目標とされ，ほぼ網羅することができた
と言える．展示用の岩石標本の調査・選定・運搬等につ
いては，博物館設置準備段階で，当時の職員の寺村秀昭
を中心に実施され，筆者も一部協力した．
　以下，岩石観察地に展示されている各岩石標本につい
て，産出情報（採集地・産出地層・地質時代・資料提供者）
とともに，その岩石の地質学的背景，並びに，当該岩石
で観察される岩石学的な特徴を記述する．
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要　旨　千葉県立中央博物館生態園の岩石観察地には千葉県内の代表的な岩石がほぼ網羅されて野外展示さ
れている．これらの各岩石標本について，観察できる岩石学的な特徴を示すとともに，それらの地質学的背
景についても記述した．
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図 1．生態園岩石観察地の全体図．寺村秀昭氏原図，．
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岩石観察地の岩石各説

1　チャート
採集地：千葉県銚子市黒生町
地　層：愛宕山層群
時　代：中生代三畳紀
提供者：神宮寺勝之助氏

［地質学的背景］
　愛宕山層群は千葉県で最も時代の古い地層で，主に砂
岩，泥岩から構成されるが，変形が激しく，断層が縦横
に発達して，地層が横方向にほとんど連続しない．泥岩
を中心に破砕されたメランジュ様の地層も見られること
から，これらはプレートの沈み込みで形成された付加体

であると推定される（高橋 , 1990）．チャート岩体は愛
宕山層群の主要な分布地である愛宕山から少し離れた黒
生海岸に産出する．そこではチャート岩体のみが露出し，
周囲の地層との関係がはっきりしないが，おそらくメラ
ンジュ中の岩塊と推測される（現在では，岩体のほとん
どが，ゴミや土砂で埋没し見えなくなっている）．
　このチャート岩体からは，中生代三畳紀のコンドント
化石が報告されており（國廣ほか , 1984），これらを構
造岩塊として含む付加体（愛宕山層群）は中生代ジュラ
紀頃に形成されたと推測される．

［標本の岩石学的特徴］
　成層構造が明瞭な部分が存在する（層状チャート）．本
標本の設置状態ではほぼ垂直に立った向きとなっている

（図 2A）．単層の厚さは数 cm 〜 8cm 程度．厚い単層で
は中心部は白色〜淡灰色を示し，黒い筋が入る（図 2B）．
厚い単層の上面や下面は緑色を帯びるほか，薄い層は全
体が緑色を示す．これらは火山灰が混じるのかもしれな
い．成層構造が見られない部分は破砕されて角礫状になっ
ているものとみられる．白色の方解石の細脈が認められ
るが，後世的なものかもしれない（後述の付着した礫岩
と関係する？）．
　本標本の一部に，貝化石を含む礫岩が付着している．
礫種は砂岩が多い．このチャート岩体自体はより新しい
時代の地層（名洗層？）中の巨大な礫の可能性がある．

２　礫岩
採集地：千葉県銚子市黒生町
地　層：銚子層群海鹿島層
時　代：中生代白亜紀
提供者：神宮寺勝之助氏

［地質学的背景］
　銚子地域の主に東海岸に分布する前期白亜紀の銚子層
群は，主に浅海性の砂岩や泥岩から構成され，最下部付
近に礫岩が存在する．本層群からは，全般的にアンモナ
イト類やトリゴニアなどの二枚貝類，炭化した植物など
の化石が多数産出しており，アンモナイト類によって
時代は特定されている（小畠ほか , 1975; Obata et al., 
1982）．同じ中生代でも愛宕山層群とはまったく性質が
異なり，あまり変形を受けておらず，成層構造が明瞭で
ある．付加体である愛宕山層群が海溝域から離れたのち
に，それらを覆うように堆積した地層（被覆層）として
位置づけられる．時代が白亜紀前期の一時期（バレミア
ン〜アプチアン）に限られ，それは，この時代の地球規
模の火成活動の活発化に起因する海進に伴うものと推測
される．

［標本の岩石学的特徴］
　サイズの異なる礫からなる層が重なる様子が見られる

（図 3）．本標本の設置状態では，成層構造はかなり傾斜
している．礫のサイズは最大 10cm 程度で，礫種はチャー
ト，砂岩，石英がほとんどで，わずかに流紋岩が見られ
るのみで，かなり単調な組成である．砂岩礫の円磨度，
扁平度が高い一方，チャート礫はそれほどでもない．礫

図 2．愛宕山層群チャート．A：標本全体．B：厚い層状をなす部分．
白色で黒い筋が入る．
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サイズの大きい層は礫の密集度が非常に高い（礫支持）．
わずかにインブリケーション（覆瓦構造）が認められる．

３　砂岩
採集地：千葉県銚子市黒生町
地　層：銚子層群海鹿島層
時　代：中生代白亜紀
提供者：神宮寺勝之助氏

［地質学的背景］
　２の礫岩と同じ白亜系銚子層群の一部をなす砂岩で，
産地が２に近く，銚子層群の基底付近で礫岩と互層する
砂岩と推定される．銚子層群を構成する砂岩の粒子は，
石英，長石などの鉱物よりも，チャートの細片であるこ
とが多い．後背地は花崗岩からなる大陸地殻ではなく，
チャートなどからなる付加体で構成される岩体のように
思われる．

［標本の岩石学的特徴］
　一部に礫岩が付着する．礫種は２の礫岩とほぼ同じで
ある．砂岩は細粒でかなり均質である．礫岩との粒度差
が大きく，また，礫岩の淘汰が悪いことは，礫岩がイベ
ント的な堆積物であることを示す．本標本の下部に径 2
〜 3cm の丸い穴が多数あいている（図 4）．これらは，
新しい時代に海岸付近で穿孔貝（カモメガイなど）が穿っ

たものと推定される．

４　古銅輝石安山岩
採集地：千葉県銚子市川口町
地　層：千人塚層
時　代：新生代新第三紀前期中新世

［地質学的背景］
　千葉県で唯一の現地性の火山岩である．「古銅輝石」は
直方輝石の一種で，日本の火山岩で最もポピュラーな直
方輝石である「紫蘇輝石」と比べて，マグネシウムに富
む直方輝石である．銅（Cu）を含んでいるわけではなく，
英語名 bronzite を日本語訳したものである．このような
タイプの直方輝石を含む火山岩（安山岩）は「高マグネ
シア安山岩」と呼ばれることがあり，日本列島でも限ら
れた場所で産出する．代表的なものは，四国地方の「サ
ヌカイト（讃岐岩）」などを含む瀬戸内火山岩類である．
一時は，銚子の古銅輝石安山岩も，その一連のものと考
えられたが，形成年代が異なることが判明している．瀬
戸内火山岩類は約 1200 万年前であるのに対して，銚子
の岩石は約 2100 万年前である（高橋ほか , 2003）．類似
した年代の高マグネシア安山岩は能登半島で産出してい
る．現在の銚子地域は火山フロントよりも太平洋側に位
置し，本来，火山が形成されない場所である．高マグネ
シア安山岩類は，現在の日本列島の火山形成のしくみと
は異なる条件で形成されたと考えられている．

［標本の岩石学的特徴］
　厚さ数㎝の板状節理が明瞭な部分と，角礫状に破砕さ
れた部分が存在する（図 5A, B）．破砕された部分の基質
は凝灰質砂岩〜泥岩が埋めており，これらは板状節理の
発達した部分にも節理の隙間に入り込んでいる．板状節
理の発達した部分も，それなりに破砕を被っていること
を示している．岩石の新鮮な破断面はほとんど露出して
いないため，岩石の組織はわかりにくい．破断面を出し
てみると，淡い灰色で細粒緻密であり，斑晶と思われる
やや粗粒の細長い粒子が含まれるが，肉眼ではあまり目
立たない．

図 3．銚子層群礫岩．A：標本全体．B：大型の礫が密集する部分．

図 4．銚子層群砂岩．下部に穿孔貝のあけた穴があいている．
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［顕微鏡下の特徴］
　長柱状の自形の直方輝石（おそらく古銅輝石）斑晶を
多く含んでいる（図 5E, F; 同一産地の別標本）．集斑状
をなす部分もある．斜長石斑晶はほとんど見られない．
本標本は若干風化が進み，斑晶部分が抜け落ちて，結晶（直
方輝石）の形の穴になっている（図 5C, D）．石基は比較
的サイズの大きい長柱状斜長石とそれらの間を埋めるよ
り細粒な斜長石結晶から構成される．

５　蛇紋岩
採集地：千葉県鴨川市主基西　嶺岡浅間

地　層：嶺岡層群
時　代：新生代古第三紀始新世？
提供者：（株）紀文フードケミファ鴨川工場

［地質学的背景］
　房総半島南部の鴨川市から半島を横断して安房郡鋸南
町及び南房総市旧富山町にかけて伸びる「嶺岡構造帯（嶺
岡帯）」には，房総半島では珍しい火成岩類が産出する．
しかも，岩石種の組み合わせが「オフィオライト」と呼
ばれるものに類似する．オフィオライトはかつては海洋
域のマントル〜地殻を構成する岩石と言われていたが，
近年では島弧のマントル〜地殻と推定される岩体もかな

図 5．古銅輝石安山岩．A：標本全体．B：板状節理を示す部分．C：偏光顕微鏡像（直交ポーラー）（写真横幅は約 3mm）．D：同（下
方ポーラーのみ）．風化が進んで古銅輝石斑晶が抜け落ち，穴になっている．E：新鮮な古銅輝石安山岩の偏光顕微鏡像（直交ポーラー）

（写真横幅は約 3mm）．F：同（下方ポーラーのみ）．
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り存在することが報告されている（石渡 ,  2010）．嶺岡
帯では，オフィオライト構成岩石の 1 つである蛇紋岩が
嶺岡山系を中心に広く露出する．これらはもともと地下
深部のマントルを構成するかんらん岩が水を含んで変質
した岩石である．ただし，どこのマントルを構成してい
たものかがまだ明らかではない．背弧海盆下のマントル
という説もあれば（荒井・高橋 , 1988），島弧のマント
ル（前弧オフィオライト）という考えもある（藤岡ほか , 
1995）．

［標本の岩石学的特徴］
　嶺岡帯の蛇紋岩は，基本的に剪断破砕されていること
が多く，細かく破砕された部分と，剪断から免れた大小
の塊状の岩塊が存在する．後者でも外周が剪断作用によっ
て研磨され，鏡肌で取り巻かれていることが一般的であ
る．本標本の表面も，もともとは鏡肌であったと考えら
れるが，上面は風化作用によって失われ，一皮むけたよ
うな状態となって，褐色を示す部分が多い（図 6A）．か
すかに鏡肌のなごりが残っている部分がある（定方向の
平行な傷が認められる）．本標本の園路側に向いた側面に
は鏡肌がだいぶ残っており，緑灰色を示すほか，蛇紋岩
に特有の網目模様が観察される．
　嶺岡帯で産出する蛇紋岩の多くは，直方輝石かんらん
岩（ハルツバーガイト）を起源とするものが多いが，ほ

とんどかんらん石だけからなるダンかんらん岩（ダナイ
ト）も少量存在する．鏡肌で取り巻かれた表面では，こ
の違いがわかりにくいが，本標本の一部を割って破断面
を露出させたところ，大粒の直方輝石結晶が数多く認め
られたことから（図 6B），本標本は直方輝石かんらん岩
起源の蛇紋岩であると判断される．

６　角閃石斑れい岩
採集地：千葉県鴨川市貝渚　字北八岡
地　層：嶺岡層群
時　代：新生代古第三紀始新世？
提供者：（株）ペリカン観光

［地質学的背景］
　蛇紋岩とともにオフィオライトを構成する岩石の 1 つ
が，地殻下部を構成すると考えられている斑れい岩であ
る．これらも，海洋起源か島弧起源かという問題が存在
するが，これに関しても結論が出ていない状況である．
海洋域で産出する斑れい岩はかんらん石を主体とするも
のが多いが，嶺岡帯では多くが角閃石を主体とする斑れ
い岩で，一部に輝石（単斜輝石 and/or 直方輝石）を主体
とする斑れい岩であり，島弧的であるという意見が多い．
鉱物の化学組成からも，島弧的な性質を示す（佐藤ほか , 
1999）．しかし，後述の玄武岩（枕状溶岩）が，海洋域
の玄武岩の組成を持っていることから，これと食い違う
ことになり，島弧的と断定してよいかは難しい．嶺岡帯
では，破砕された蛇紋岩中にブロック状に産出する場合
が多いが，わずかに，蛇紋岩中に岩脈として貫入する例
も認められている．

［標本の岩石学的特徴］
　肉眼でも明瞭な黒色でかなり大粒の（〜 3.5㎝）長柱
状の角閃石を多く含む（図 7A, B）．結晶の伸びの方向は
ランダムであり，マグマが流動的でない状態（マグマだ
まり内など）で固結したことを示している．角閃石結晶
のサイズにばらつきがあり，かなり大粒の結晶が集中し
ている部分と，細かい結晶から構成される部分が存在す
る．それらは層状を成しているように見える場合もあり，
岩脈状に貫入してきたものかもしれない．なお，黒色の
角閃石結晶の周囲の白色の部分は，ほとんど斜長石（特
に灰長石）で構成されている（花崗岩のような石英は含
まない）．

［顕微鏡下の特徴］
　ほぼ同じサイズの角閃石と斜長石から構成される（図
7C, D）．角閃石は褐色を呈し，自形に近い形態（六角形
をつぶしたような断面）を示している．斜長石も自形に
近い長柱状の結晶が多く見られる．斜長石結晶には累帯
構造も見られる．結晶が組み合った隙間に，二次的な鉱
物である緑泥石及び緑れん石が生成している様子も認め
られる．

７　玄武岩（枕状溶岩）
採集地：千葉県鴨川市上小原
地　層：嶺岡層群

図 6．蛇紋岩．A：標本全体．B：標本の破片．直方輝石結晶を
多く含む．
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時　代：新生代古第三紀始新世？
提供者：千葉建材工業（株）

［地質学的背景］
　同様にオフィオライトを構成する岩石の 1 つで，マグ
マが海底に噴出して独特な形態をもつ枕状溶岩になった
ものである．こちらは，各種の分析の結果，海洋地殻上
部（大洋中央海嶺で生成）の玄武岩の特徴を持つことが
報告されている（小川・谷口 , 1987）．嶺岡帯では，破
砕された蛇紋岩中にブロック状に含まれることが多いが，
特に岩体のサイズが大きく，嶺岡山系で地形的ピークを
構成している様子がよく見られる．海岸部では大小の島
として存在する（弁天島，雀島など）．かつては，この場
所で地下からマグマが上昇してきて噴出したと考えられ
ていたこともあるが，この岩石を対象に採石が行われて
いた採石場では，岩体には根（マグマの火道）が存在し
ないことが確認されており，ブロック状であることが明
らかとなっている．
　岩石の形成年代については，40 〜 50Ma（古第三紀始
新世）（滝上ほか , 1980; Hirano et al., 2003）の報告が
ある．

［標本の岩石学的特徴］
　標本全体の色は赤褐色を示し，鉄鉱物の酸化などの風
化作用が進んでいることを示している（図 8A）. 明瞭な
‘ 枕 ’ の形は見えないが，丸みを帯びた部分が存在し，そ

の部分には溶岩の冷却の際の体積収縮でできる亀甲状の
割れ目が見られ（図 8B），枕状溶岩の一部であることを
示している．白色の沸石または方解石からなる細脈が認
められる．岩石には一般に溶岩に多い気泡（杏仁：気泡
を鉱物が二次的に充填したもの）や火山岩の特徴である
斑晶鉱物はほとんど見られない．この特徴は，嶺岡帯に
産出する玄武岩（枕状溶岩）の典型的な岩相と共通である．

８　ピクライト玄武岩
採集地：千葉県南房総市（旧富山町）平久里中
地　層：嶺岡層群
時　代：新生代古第三紀始新世？
提供者：丸勝石産（株）

［地質学的背景］
　玄武岩の中でも，特にかんらん石の斑晶を多量に含む
ものである．ハワイ諸島のようなホットスポットの海洋
島でよく産出する．
　本標本は全体的に丸みを帯びており，平久里中の採石
場でかつて見られた玄武岩質礫岩（高橋 , 1994）中の礫
の 1 つであると推測される．この礫岩の下位にはホット
スポットの性質をもつアルカリ玄武岩の岩体が存在する
ことから，この礫岩はホットスポット海洋島の侵食によっ
て形成されたものと考えられる（高橋 , 1994）．この下
位のアルカリ玄武岩からは 19.62±0.90Ma（新第三紀前

図 7．角閃石斑れい岩．A：標本全体．B：長柱状の角閃石結晶．C：偏光顕微鏡像（直交ポーラー）（写真横幅は約 3mm）．角閃石は
自形に近い形を示す．D：同（下方ポーラーのみ）．
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期中新世）の Ar/Ar 年代が報告されている（Hirano et 
al., 2003）．一方で，採石場で礫岩の上位に重なる石灰質
泥岩からは，古第三紀中期始新世〜前期漸新世の浮遊性
有孔虫化石が報告されており（Mohiuddin and Ogawa, 
1996），さらに上位に重なる緑色凝灰岩から 22.9±0.1Ma

（新第三紀前期中新世）のジルコン SHRIMP 年代が報告
されている（Tsutsumi et al., 2012）．最下部の玄武岩が
最も新しい年代を示すことになる．今後さらなる検討が
必要であるが，採石場はすでに操業が終了し，一連の層
序を示す岩体は失われてしまったほか，現地への立ち入
りも禁止されている状況である．
　なお，ここでは礫岩中の礫であるが，嶺岡帯内ではピ
クライト玄武岩岩体の露頭もいくつか存在する（鴨川市
西，鋸南町奥山など）．

［標本の岩石学的特徴］
　標本は 2 個体存在するが，岩相（かんらん石斑晶の密
度や石基の粒度など）はよく似ている（図 9A）．かんら
ん石斑晶は茶褐色を呈し，また，凹状にくぼんでいるこ
とから，表面は風化・変質が進んでいることを示している．
しかし，一方の岩体には破断面が認められ，そこではか
んらん石斑晶は淡緑色を示すことから（図 9B），内部は
比較的新鮮であると推測される．

９　角閃石片岩
採集地：千葉県鴨川市鴨川漁港屏風島
地　層：嶺岡層群
時　代：新生代古第三紀始新世？

［地質学的背景］
　嶺岡帯での変成岩の産出はごくわずかで，鴨川漁港の
この屏風島と沖合の金島，それに南房総市（旧富山町）
平久里中に小岩体が見られるのみである．
　屏風島岩体では，角閃石を主体とし緑れん石，斜長石，
石英，赤鉄鉱などから構成され，緑れん石—角閃岩相〜
角閃岩相の変成度を示し（大胡・廣井 , 1991），日本列
島に広く分布する三波川帯の変成岩（緑色片岩相）より
もやや高温高圧の条件で変成作用を受けている．この岩
体中には一部に石英片岩や雲母片岩が挟み込まれており，
角閃石片岩と合わせて，原岩はそれぞれ玄武岩，チャート，
砂岩となり，これらが混在した付加体の地層が起源であ
ることが想定される．
　なお，屏風島では破砕されて角礫状になっている部分
が多く，もともとの片理や縞状構造を明瞭に示す部分は
限られている．岩体全体が蛇紋岩中の構造岩塊と推測さ
れ，岩塊として取り込まれる際に，変形を受けたものと
みられる．

図 8．玄武岩（枕状溶岩）．A：標本全体．B：亀甲状の割れ目を
示す ‘ 枕 ’ の表面．

図 9．ピクライト玄武岩．A：標本全体．B：破断面．かんらん
石結晶は淡緑色を示す．
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　本岩体からは，33.1±2.3Ma の普通角閃石 K-Ar 年代が
（廣井 , 1995），雲母片岩からはおよそ 38Ma の白雲母
K-Ar 年代が報告されている（吉田 , 1974）．

［標本の岩石学的特徴］
　もとの岩体と同様に，本標本でも変成岩特有の片理や
縞状構造を示す部分はわずかで（図 10B），破砕されて生
じた細粒の粒子の集合体のような構成となっている（変
成岩らしくない顔つき）．標本全体として灰緑色を示し，
角閃石や緑れん石などの緑色の鉱物が主体であることを
示している（図 10A）．

10　泥岩（ノジュール）
採集地：千葉県鴨川市江見太夫崎
地　層：保田層群
時　代：新生代新第三紀前期中新世

［地質学的背景］
　保田層群は房総半島南部の嶺岡帯周辺（主に嶺岡帯内
及び嶺岡帯以南）に分布する地層で，砂岩，泥岩，凝灰
質砂岩・泥岩から構成される．断層が縦横に発達して変
形が激しく，付加体的な性質を示すとされており（山本
ほか , 2017），海溝近くの深海底で形成された地層だと
推定される．大型の化石に乏しく，微化石でも石灰質の
有孔虫などはほとんど産出せず，放散虫や珪藻などの珪

質微化石がかろうじて産出している．このことも，海水
中の炭酸カルシウム濃度の低い深海底での形成を物語っ
ている．

［標本の岩石学的特徴］
　全体的に硬質で，ノジュール化していると考えられる

（図 11A）．標本は 2 個体存在し，1 つはやや砂質である．
全体に網の目状の線構造が見られる（線の部分が少し浮
き出ている）（図 11B）．これは「クモの巣状構造」と呼
ばれるもので，海底に堆積した地層が地震発生時の水圧
上昇によってその場で破壊を受けたものと推定されてい
る（廣野 , 1996）．このほか，径 1.5 〜 2cm の穴が多数
あいている（図 11B）．これは穿孔貝（ニオガイなど）の
穿ったもので，新しい時代に現在の海岸付近で形成され
たものであろう．
　もう 1 個体は，細粒泥質のノジュールで，径 2.5cm ほ
どの穿孔貝（カモメガイ？）の穴が密にあいている．こ
ちらはクモの巣状構造は見られない．

11　泥岩（凝灰質砂質泥岩）
採集地：千葉県鴨川市江見太夫崎
地　層：保田層群
時　代：新生代新第三紀前期中新世

［地質学的背景］

図 10．角閃石片岩．A：標本全体．B：片理を示す部分． 図 11．保田層群泥岩（ノジュール）．A：標本全体．B：クモの
巣状構造．丸い穴は後世の穿孔貝のあけたもの．
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　保田層群は基本的には成層構造をなすものの，縦横に
断層が発達し，地層が激しく分断されている．ある特徴
的な単層が挟まれていれば，分断されつつも，ある程度
追跡することが可能である（小川・石丸 , 1991）．

［標本の岩石学的特徴］
　一部に厚さ約 10cm の白色凝灰岩層が含まれ，基本的
には成層構造をなすことがわかる（図 12A）．ただし，あ
まり横方向に連続せず，断層で分断されていると考えら
れる．それ以外の部分は赤褐色を示し，細かい葉理が発
達している（図 12B）．葉理は割合に波打っている．赤褐
色部にかなり凹凸があるのは，部分的に岩相が異なる部
分が混在しているのかもしれない．なお，表面に地衣類
がかなり付着しており，本来の岩相が見えにくくなって
いる．

12　礫岩
採集地：千葉県安房郡鋸南町元名
地　層：三浦層群千畑層
時　代：新生代新第三紀後期中新世

［地質学的背景］
　三浦層群は基本は深海に堆積した泥岩を主体とし，ター
ビダイト性の砂岩や各種の凝灰岩を挟んでいる．その中
で，千畑層は粗い礫岩や凝灰質砂岩から構成され，特異

である．千畑層の上下の地層も深海性の泥岩であること
から，千畑層はイベント的な堆積物であると考えられる．
砂岩はかなり凝灰質で，露頭では黄褐色を示し，新鮮な
部分は淡紫色を示す．化石や硬質礫が密集して含まれる
部分があり，浅海性の貝類が多いが，深海性のオキナエ
ビスなども見られ，浅海性のものは深海への流れ込みだ
と推測される．礫種はバラエティに富み，チャートなど
の関東山地起源の岩石のほか，嶺岡帯起源の蛇紋岩，斑
れい岩，玄武岩なども含まれ，蛇紋岩類の貫入イベント
が存在した可能性がある．全体的に凝灰質であることは，
火山噴火イベントとも関係するとみられる．

［標本の岩石学的特徴］
　礫と生物遺骸が密集している（図 13）．生物遺骸は，
二枚貝類，巻貝類，サンゴ類，石灰藻などが認められる．
石灰藻は礫を包み込むように成長している．ほとんどが
浅海性の生物の遺骸とみられ，密集度を考慮すると，水
流で運搬されて一定の場所に集積したものと推測される．
礫の長径は最大 3cm ほどで，1cm 以下の細礫が多い．
小粒の礫はよく円磨されている．礫種はあまり明瞭では
ないが，チャート，砂岩，泥岩（黒色），珪質泥岩（黄褐色），
石英，緑色凝灰岩，玄武岩，蛇紋岩などが認められる．

図 12．保田層群泥岩（凝灰質砂質泥岩）．A：標本全体．B．細
かい葉理を示す部分．

図 13．千畑層礫岩．A：標本全体．B：近接写真（礫や生物遺
骸を含む）．
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13　砂岩
採集地：千葉県安房郡鋸南町元名
地　層：三浦層群千畑層
時　代：新生代新第三紀後期中新世
提供者：松庫工業（株）

［地質学的背景］
　千畑層は一部に礫や生物遺骸の密集層（礫岩）が存在
するが，礫をほとんど含まない砂岩の部分も多くみられ
る．露頭では黄褐色を示すが，新鮮な部分は淡紫色を呈
するほか，自形の斜長石や輝石，磁鉄鉱などの粗粒な結
晶を多く含み，全体的に凝灰質であることを示す．火山
噴火に伴って大量の噴出物が堆積したものと推測される．
千畑層の堆積年代はおよそ 600 万年前であり，この時代
は東北日本弧でカルデラ火山活動が活発になった時期で
あり（吉田ほか , 1999），それらと関係している可能性
もあると考えられる．

［標本の岩石学的特徴］
　黄褐色を示し，大粒の礫はほとんど含まれないが，全
体として粗粒（中粒〜極粗粒）な砂粒子からなり，生物
遺骸の細片を普遍的に含む（図 14A）．ブンブクウニ類や
単体サンゴの化石を少量含む（図 14B）．
　なお，この岩石は生態園内で多量に使用されており，
園路脇の縁石のほか，モミ林域でも観察することができ

る．二枚貝類やオキナエビス類の化石なども認められ，
かつてはサメの歯化石も見出されたことがある（採集済
み）．

14　火山礫凝灰岩
採集地：千葉県安房郡鋸南町元名（明鐘岬）
地　層：三浦層群萩生層
時　代：新生代新第三紀鮮新世
提供者：玉木敏子氏

［地質学的背景］
　三浦層群萩生層は三浦層群の最上部を構成する地層で，
泥岩を主体とし砂岩層や各種の凝灰岩層を挟むことを基
本とするが，上位にいくにつれて凝灰岩層の数が増加し，
泥岩自体も火山灰混じりで，全体的に凝灰質になってい
く．上限は黒滝不整合で削剥されており，最終的にどの
ように岩相変化していったかは明らかではない．

［標本の岩石学的特徴］
　黒色や灰色，褐色，赤色などの火山岩礫の集合体となっ
ている（図 15A）．礫はかなり角張っている（図 15B）．
礫のサイズは最大 2cm 程度で，1cm 以下の礫が多い．
淘汰はあまり良くない．火山岩礫はあまり発泡しておら
ず，礫の種類にもある程度バリエーションがあることか
ら，マグマが直接に噴出した本質火山放出物ではなく，

図 14．千畑層砂岩．A：標本全体．B：ブンブクウニ類の化石． 図 15．火山礫凝灰岩．A：標本全体．B：近接写真（角張った
礫の集合体）．
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水蒸気爆発等で既存の山体を吹き飛ばして堆積した類質
火山放出物の集合体である可能性がある．

おわりに

　以上，現在，生態園の岩石観察地で展示されている大
型岩石標本について紹介した．標本産地の位置を図 16 に
示す．千葉県における硬質の岩石はほぼ網羅されている
が，比較的軟質な岩石はこれら以外にも存在する．実際に，
千葉県内で建築材や石造物など石材として利用されてい
た岩石は，富津市鋸山の「房州石」をはじめ，各所に存
在する（図 17）．今後は，それらの岩石もなんらかのか
たちで紹介していきたいと考える．
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   Large specimens of almost all of the representative 
rocks from Chiba Prefecture are on display at the Rock 
Observation Site in the Ecology Park of the Natural 
History Museum and Institute, Chiba. Observable 
petrological character and geological background of each 
rock specimen were described.

Key words: Ecology Park, rock observation site, Chiba 
Prefecture.
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図 16．生態園岩石観察地で展示されている標本の産地．銚子地域及び嶺岡帯周辺に集中する．
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生態園の岩石観察地
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図 17．千葉県で使用されていた石材の産地．比較的広い範囲に及んでいる．


